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重慶を簡単にご紹介いたします。重慶は西部地
区のほぼ玄関口に位置しております。上海から１６００
キロも離れて、なぜこんなに大きな重慶という街
ができたか。中国でも最大級の工業都市なのです
が、その沿革は、１９３７年に国民党政府が、日中戦
争のために、南京から首都を重慶に移してきまし
た。同時に、大きな大工場や企業を一緒に持って
きました。そのため、現在も軍需工場をベースに、
技術レベルの非常に高い国営企業で大きな工業生
産を行っています。

《西部地区の資源、エネルギー開発》
今、西部大開発を中国が国策にしたのは、沿海
地区（東部地区）と内陸部（中部・西部）の経済
格差の是正にあります。１９７９年に�小平が経済開
放政策により、その後約２０年間で、東部地区が著
しく発展しました。一方で、西部地区は取り残さ
れました。
中国西部大開発の目的と理念は、西部地区の都
市開発、産業開発により、沿海地区との経済格差
を縮めること、と同時に西部地区のエネルギー、
地下資源、鉱物、電気、ガス、石油、特に天然ガ
スを大々的に、資源が不足している東部の方に運
び、中国の全体的な底上げと開発を図ろうという
ことなのです。

《生態環境の保護、環境汚染の防止》
西部大開発の目玉には、全国的に言えることな
のですが、環境の保護に一番力を入れています。
地域的には都市化が進み、それによる環境汚染は
非常に深刻になっています。大気の汚染が非常に
進んでいます。これには日本政府も、環境ODA
ということで、かなりの額の円借款などもやって
おります。
さらに洪水による森林破壊を根本的に防ぐため
の具体的な方法として、農地を森林に回帰させよ
うという動きがあります。それによって農民が失
った所得等については、国家や地方自治体が金銭
的な面や食糧とかそういったものを含めて保護を
行うという政策をとっております。

《産業誘致、産業構造の改革》
西部地区の９割方が年間の所得が２０００元、大体

２万５０００円以下の所得レベルの貧困層になります。
西部の中でも、大都市と近郊の農村部とはそうい
った格差がある。西部の中でもその格差を縮めよ
うということで、外資導入等の大きな政策で打ち
立てています。
９９年度直接投資実績は、全国が４０３億ドル、西部
は１１億ドル。シェアは２．８％。人口約３割、面積約
６割を占める西部地区ですが、直接投資、外資の
投資は２．８％にしかすぎない。

《教育の向上》
西部大開発の目玉として教育水準の向上を図ろ
うと言っています。投資誘致だけでなく、実際に
人材をやはり高度なレベルに養成しようというこ
とも掲げています。実際に、重慶、四川省の大都
市の教育レベルは、非常に高い。重慶、四川省、
この辺りの西部の基幹都市については、大学、研
究所、それと技術者、そういったレベルが非常に
高く数も多い。既存の軍需産業、兵器産業等を国
営化し、民需、民間の製造業に転換しました。そ
して国有企業となって、そこに外資と合弁でいろ
いろ近代企業を興し、それらがバックボーンにな
り高度な技術者、研究者を有しています。
例えば、横河電機の場合、「横河」の全体レベ
ルをあげるため、「横河」の技術を全部中国側に
ディスクローズしました。ちょっとすんなり信じ
られないような、そういった技術移転まで含めて
行えることができるほど、先方の技術の受け入れ
能力が高いということが言えると思います。

しかし一番のネックは交通インフラにあります。
これをしないことにはやはり底上げできない。鉄
道、道路、交通、こういったものも、総合的に、
まずここから着手しなければならない。このため
には、国の予算、今年も１０００億元、大体日本円で
１兆３０００億円の７割を西部地区のインフラに投資
しようということでやっています。中国の場合に
は、国家政策でやりますので、日本が１０年かかっ
てやることをここは１年でやります。ですから、
あと２～３年でここら辺のアクセスがよくなると
思います。

平成１２年１１月１３日、富山全日空ホテルにて「 北東アジア投資商談会」を開催しました。その
中で、投資セミナーの一部分をご紹介いたします。

第１部「中国西部大開発」
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